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業績予想の修正に関するお知らせ 

当社は、2021年1月29日開催の取締役会において、2020年10月30日に公表した2021年３月期の連結業績

予想を下記の通り修正することといたしましたので、お知らせいたします。 

記 

１．2021年３月期通期連結業績予想数値の修正（2020年４月１日～2021年３月31日） 

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益

親会社株主に

帰 属 す る 

当 期 純 利 益 

１株当たり

当 期 純 利 益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
115,000

～123,000

△4,000

～△500

△1,500

～2,000

△5,000 

～△1,500 

△41.48

～△12.44

今 回 発 表 予 想 （ Ｂ ） 115,000 △500 1,500 △2,000 △16.59

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） 
△8,000

～0

0

～3,500

△500

～3,000

△500 

～3,000 
-

増  減  率 （ ％ ） 
△6.5

～0
- - - -

（ 参 考 ） 前 期 実 績 

（ 2 0 2 0 年 ３ 月 期 ） 
159,009 6,659 8,738 8,967 73.25

２．修正の理由 

新型コロナウイルス感染症の収束が見通せず不安定な状況が継続するものの、当第３四半期累計期間の業

績を踏まえ、業績予想値をレンジ形式から特定予想値へ変更いたします。 

新型コロナウイルス感染症の再拡大により、主に欧米で映画館の再開が延期したことやスクリーン稼働率

が低調となった影響でシネマ用クセノンランプの販売が低調に推移をすることが見込まれます。一方で、巣籠

もり需要に伴うモバイルやモニター向けなどの液晶パネル需要の高まりにより、フラットパネルディスプレイ

市場向けリプレイス需要が回復傾向にあることに加え、継続的に原価改善と経費削減に取り組んできた結果、

営業利益は上限に近い見通しとなっております。 

なお、第４四半期の為替レートは、１０３円/米ドル、１２６円/ユーロを前提としております。 

※上記の業績予想数値は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要

因により大きく異なる可能性があります。 

以 上 


